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主な内容

1. 2012年3月期第3四半期連結業績の概要

2. 2012年3月期通期見通し
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1-1 第3四半期連結業績概要

（単位：百万円、％）
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1-2 第3四半期連結業績のポイント

◆売上高は減少。経常利益は増加したが、最終利益は減少
売上高は、モーター子会社の非連結化と東日本大震災やタイの洪水等の影響に
より、対前年同期比 19.8%減少。営業利益は、プラスチック事業の収益改善やヒ
ンジ事業の損失額縮小により、24.5％増加。経常利益も 88.5％増加したが、持分
変動損やストロベリーコーポレーションの株式交換に伴い発生したのれんの減損
等の特別損失計上により、最終利益は75百万円となり、前年同期比 8.5％減少。

◆プラスチック事業は収益改善、ヒンジ事業も損失額縮小
プラスチック事業は、売上高は減少したものの、国内・海外ともに収益が改善。ヒ
ンジ事業も事業縮小により、第2四半期以降は赤字幅が縮小。

◆海外の精密ばね事業が不振
ばね事業は国内が好調だったが、アジアにおける日本の震災の影響やタイ工場
の洪水被害等による売上減少、英国子会社の売上減少等により、海外で減収・
減益。
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1-3 第3四半期業績推移（連結）
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1-4 四半期別業績推移（連結）

△11

163

57

△145
△235

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

営業利益・利益率

四半期純利益

売上高

11/3月期 12/3月期

（百万円） （百万円）

（百万円）

1１/3月期 12/3月期

1１/3月期 12/3月期

1.8%
1.5%

0.1%

4.3%
2.0%

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

4



6

0

3,371

10,422

8,119

1,896

9,988

7,606

1,509

0

6,000

12,000

18,000

精密ばね プラスチック ヒンジ モーター

113

△763

44

999

0

690

220

△426

-1,200

-800

-400

0

400

800

1,200

精密ばね プラスチック ヒンジ モーター

1-5 事業別売上高・セグメント利益
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モーター （今期より除外）

・携帯電話向け事業の縮小に伴い、売上高が減少。
・製品値上げや人件費等の固定費削減により、2Ｑ以

降は損失額縮小。

＜売上：△20.4%、セグメント損失：336百万円減少＞

プラスチック

・国内は自動車向けが堅調。OA機器向けは、製品売
上高が減少したものの、収益性の高い試作等の受注
が増加し、利益は増加。

・中国での製品価格値上げや原価低減、ベトナムの売
上増加等、海外の収益も改善。

＜売上：△6.3%、セグメント利益：175百万円増加＞

㈱フジマイクロが持分法適用会社に移行したため除外

ヒンジ

・震災やタイの洪水被害の影響で、ＯＡ機器向けの売
上が国内・国外で減少。国内は、ＰＣ関連向けで収益
性の高い製品の売上増加により、収益が改善。

・海外での売上減少・人件費等のコスト増加が響き、全
体としては利益が減少。

＜売上：△4.2% 、セグメント利益：309百万円減少＞

精密ばね
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1-6 所在地別売上高・セグメント利益
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＜前年同期からの変動要因＞
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欧州はタングレスコイルスレッドの売上減少に
より、減収・減益。アジアはプラスチック事業が
収益改善するも、精密ばね事業は、震災の影
響やタイの洪水被害等により減収・減益。

＜売上：△8.6%、セグメント利益：340百万円減少＞

海外

モーター子会社の非連結化による売上減少に
加え、震災の影響や顧客の海外生産移管等で
プラスチック事業の売上が減少。ヒンジ事業も
縮小。

精密ばね事業は、ＰＣ関連部品の売上増加に
より増益。プラスチック事業も収益性の高い商
品構成比が増加し、収益改善。ヒンジ事業は2
Ｑ以降、赤字幅が縮小。

＜売上：△25.4%、セグメント損益：423百万円改善＞

日本
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1-7 連結市場別売上高
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△ 19.8 %△4,705100.0%23,810合計

△36.4%△6105.6%1,673AV・家電機器

△22.7%△3205.7%1,408携帯情報端末

△2.9%△14325.0%4,911自動車機器

△18.6%△1,27829.2%6,853ＯＡ機器
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2.  2012年3月期通期業績予想（連結）
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注） 通期予想は、平成23年11月2日に公表した予想から変更ありません
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